
熊

谷

市

立

吉

岡

小

学

校

 

 
 

 
 

 
 

 
 

校

長

 

下

妻

淳

志

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一

本

校

の

沿

革

 

 

本

校

は

荒

川

の

南

側

に

位

置

し

、

学

区

の

南

側

は

国

営

武

蔵

丘

陵

森

林

公

園

に

隣

接

し

て

い

ま

す

。

学

校

周

辺

は

田

畑

に

囲

ま

れ

、

自

然

環

境

に

恵

ま

れ

て

い

ま

す

。

明

治

九

年

に

高

雲

寺

に

漸

進

小

学

校

と

し

て

開

校

以

来

、

令

和

六

年

度

は

百

四

十

八

年

目

に

あ

た

り

ま

す

。

児

童

数

は

平

成

六

年

度

の

七

百

十

一

名

以

来

減

少

を

続

け

、

令

和

六

年

度

は

二

百

十

一

名

で

す

。

学

級

数

は

普

通

学

級

九

学

級

、

特

別

支

援

学

級

二

学

級

に

通

級

指

導

教

室

が

設

置

さ

れ

て

い

ま

す

。

県

費

負

担

教

職

員

は

二

十

名

、

全

教

職

員

三

十

四

名

で

日

々

の

教

育

活

動

に

あ

た

っ

て

い

ま

す

。

 

学

校

教

育

目

標

（

目

指

す

児

童

像

）

を

「

み

ん

な

と

仲

よ

く

す

る

子

 

よ

く

考

え

進

ん

で

学

ぶ

子

 

ね

ば

り

強

く

取

り

組

む

子

」
、
目

指

す

学

校

像

を
「

明

る

い

学

校

 

き

れ

い

な

学

校

 

賢

い

学

校

」
と

掲

げ

る

と

も

に

、「

読

書

し

よ

う

ぜ

！

」

と

呼

び

か

け

な

が

ら

、

読

書

活

動

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

 

 

二

 

校

章

・

校

歌

制

定

に

係

る

エ

ピ

ソ

ー

ド

 

 

１

校

章

 

 
 

①

本

校

は

漸

進

小

学

校

と

い

う

名

称

で

開

校

以

来

、

七

回

も

そ

の

正

式

名

称

が

変

わ

っ

て

い

ま

す

の

で

、

校

章

の

制

定

は

名

称

が

「

吉

岡

小

学

校

」

と

な

っ

た

昭

和

二

十

二

年

頃

と

推

定

さ

れ

ま

す

。

 

②

デ

ザ

イ

ン

は

「

吉

」

を

中

心

に

「

ヲ

」

と

「

カ

」

を

円

形

に

し

た

も

の

で

す

。

 

 
 

 

子

供

が

ニ

コ

ニ

コ

し

て

い

る

笑

顔

の

よ

う

に

も

見

え

、

み

ん

な

に

人

気

の

あ

る

校

章

で

す

。

 

２

校

歌

 

 
 

①

昭

和

三

十

八

年

十

二

月

に

制

定

さ

れ

ま

し

た

。

 

 
 

②

作

詞

 

斉

藤

彰

勇

 
 

作

曲

 

牧

野

 

統

 

 
 

「

吉

岡

郷

土

か

る

た

」

で

は

、

よ

し

お

か

の

自

然

を

詠

ん

だ

わ

が

校

歌

と

紹

介

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


